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正三角形シリーズ５０Ｂ 

 

１辺の長さが１㎝の正三角形をしきつめた平面において，いろいろな図形について考えます。 

（１）図１のかげをつけた左の正三角形と右の正三角形の面積の比を求めなさい。 

 

（２）点Ａ，Ｂと直線Ｌが図２の位置にあるとき，頂点Ｃが直線Ｌ上にあって，角Ｂの大きさが９０度の直

角三角形ＡＢＣを，直定規１本のみを用いて，異なる２通りの発想で作図しなさい。作図するときは，

作図に用いた線も残しておきなさい。 

また，直角三角形ＡＢＣの面積が，１辺の長さが１㎝の正三角形の面積の何倍か，求めなさい。 

 

 

 

   図１                 図２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【（２）の解答らん】 
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正三角形シリーズ５０Ｂ （１）４：３ （２）作図…解説参照，面積…３４
２

３
倍 

 

（１）解説省略 

 

（２）大喜利のような問題なので，以下は解答例にとどまります。 

   図①のようにＡＢの中点Ｄをしきつめた正三角形の辺との交点でとります。正三角形ＢＤＥをつくり，

辺ＤＢの中点Ｆをしきつめた正三角形の辺との交点でとります。ＥＦはＡＢと垂直に交わるので，ＥＦ

と平行な線ＢＧは，しきつめた正三角形の辺の中点Ｇを図のようにとることで引くことができます。Ｂ

Ｇの延長線とＬの交点がＣとなります。＜解答例＞は以下のようになります。 

 

 図①                    ＜解答例＞ 

 

 

 

 

 

 

 

図①において直角三角形ＢＧＨとＢＣＩの相似を考えると，相似比はＢＨ：ＢＩ＝０.７５：１ 

＝３：４です。１辺が１㎝の正三角形の高さを□㎝とすると，ＧＨ＝
７

２
×□なので， 

ＣＩ＝
７

２
×

４

３
×□＝４

２

３
×□です。直角三角形ＡＢＣの面積は図③のように台形ＡＪＩＣで考えて， 

（２＋４
２

３
）×□×８×

１

２
－（７×２＋１×４

２

３
）×

１

２
＝３４

２

３
×□×

１

２
となるので， 

３４
２

３
×□×

１

２
÷（□×

１

２
）＝３４

２

３
倍です。 

 

 図② 
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   今度は，図③のように直角三角形ＡＪＢとＢＩＣを作ります。（１）より□×□＝１×１×
３

４
＝

３

４
で

す。ＡＪ：ＪＢ＝ＢＩ：ＩＣより，（２×□）：７＝１：ＩＣなので， 

ＩＣ＝７×１÷（２×□）＝
７

２
÷□です。ここで，ＩＣ＝ａ×□とすると，ａ×□×□＝ａ×

３

４
＝

７

２
な

ので，ａ＝４
２

３
です。よって，ＩＣ＝４

２

３
×□㎝です。 

 ＩＣ＝４
２

３
×□㎝となるＬ上の点Ｃは図のように交点を取ることで作図できるので，＜解答例＞は以

下のようになります。 

 

   図③                   ＜解答例＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

また，ＩＣの長さが最初の作図の場合と一致しているので，直角三角形ＡＢＣの面積も一致します。 
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